
平成 25年 (ワ )第 5815号  地位確認等請求事件

原 告  吉井 康雄

被 告  学校法人大阪経済大学 外 2名

証  拠 明

大阪地方裁判所 第 5民事部 4係   御 中

原告訴訟代理人弁護士

圭
日

関

平成 25年 9月 24日

号  証
標     目

(原 本 。写 しの別 )

作 成

年月日
作 成 者 立 証 趣 旨

甲 12 メールの文面 写 し H14.1125

H15.318

原告、

草福 弘樹

樋 口克次

大 山裕美

北村賞

原告が一時期 2部科 目を担当 し

な くなったのは、原告が辞退 し

たのではな く、被告大学側 の一

方的な通告 によるものであった

こと。

甲 13 別事件 にお け

る 主 張 書 面

(1)

写 し H17421 被 告 ら代 理

人

被告大学の特任教員任用手続 に

おいて、特任教員推薦委員会 の

審査及び教授会の選考が形式的

であること、平成 17年までに被

告大学 において特任教員任用 申

請者が理事会で拒否 された例 は

存 しないこと



Sweden研究留学期間幸における執行部国教務部との e― ma‖ にようやりとり

唇は言
:‐

士:」卦青1:占 墓:静

事警1  1118'lkl偉轟‐神義
件名 :   韮年輌藷義スケジiニルなどIこつιて

草福 ]鮮鋳

大変ご無沙汰しています。

セメスターのスタートに伴い、今年|ま大変なご苦労であつたと推察しています。

ところで、草福さん、次の件について:心配をしております。有効な情報をくださいませんか。
・来年の講義計画の提出規限|ま何時でしょうか
。来年の講義日程について、一rF~年の私の講義スケジュールカヽ 尋国後も可能でしょうか。

(対外活動からの大学への貢献ryDウ ェイトを高めたいと考演 、国際コンサルタントの資経 日本を出発

する前に取得醸 した。これ|ま 4月 1日づ:サの官報で公謎 れてしヽると思います。そのため、可能な限り、出

国前と同じような講義の曜国と時間帯で頑張れれば、と考えゆ るのですが。可能な限り、ご画こ慮ください)

以上の 2点です。

お忙しいでしょうが、是非、ご担当の方からでも私宛に∈mailをくだされば、と思います。

よろしくお願いします。

吉井康雄 拝

翠信孝   童福 弓11封
日蒔 :   E□□2年11月 26日 1彙 47

宛発 :   Tasu□ 70ShinErLEu=e
許名 :   P・・:来年働講義スケジュールなどにつこ1て

書井先生

こんにち|ま。                      '
こちらこそご無沙汰しております。

イエ‐・・テボリでの生活|ましヽかがですか?
さて、問しヽ合わせをいただき議した以下の2点につい

~c~回
答させていただきます。

1)来年の講義計画の提出期限|ま Fl月 17日』の予定です。

皇)来年度の担当科圏ロコマ配置につしヽては、まだ1まっきりとした国答を学部から連絡いただいておりませんので金曜

国以降にご連絡させていただきたいと思います。

2001年度と全く同じコマ配置で開講することは難しいのでiまと考えております。

2003年度から第1部の全学生がセメスター等噺こ移行することが決定しており意す。ただし、必修科国の再履修につ

いては「1圏カリ科目名」を新カリ科目の「春“秋」にかぶせる形式で開講することになると思しヽます。また経営轍 B

生の「情報管理論」Iま新カリで|ま対応する科目がなく不開講扱しヽとすること力潅 営情報学部で決定しております。

ま日まつきりとしたことが決まりましたらメールにてご連絡させていただきます。

以上、よろしくお願いいたします。

大阪経済大学

教雛『 瑳鋪 馨醐
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挙I‐者.:  |ヽ|=〕 l ⅢⅢhb

日時 |‐   ′0,2年11月 ?7日 1101

載:‐ 漁ド配繁

吉井先生

いかがお過ごしl~しょうか。あっという間に2/8が過ぎようとしています。
6JT究や生活は順調でしょうか。
くれぐれも健康にご留意いただき残りの生活き充実してお送りください。

さて標記2000年度の科目担当と開講B選日、時限の決定の件ですが、
先生の予定されるご担当科目は以下のとおりです.=

I吉F経営情報論2単位 (春学期)、 情報バ lリューエンジエア|プング2単位 (秋学期)

I吉F経営情報システム論4単位 (春学期)

I吉F演習 12単位 (秋学期)

Ⅱ吉「 情報経営論 12単位 (春学期)、 情報経営論Ⅲ2単位 (秋学期)

合計8.5コマです。

以上の科目の開講曜日と開講時間に関する希野 お送りください.

なお経営情報システム論4単位は、追2回聞講です。
過年度の開講曜日実績を判断いたしますと、金曜日1限目と土曜8限目のセット開講です(春学期のみ).

その他の科目は遺1回の開講ですので、従来と
'お

りとなります。ご希望の時間帯をお知らせくださいぅ
なお金曜日|ま 1限目のみ闘講可青ヒです。
I部につきましては可青ヒなら1ボ土曜日の問講をお願いいたします。
できるだけ早急にご返事きお願いいたします.

失ILいたします。

カリキュラム委員長 志菫□克次

From:Yasuo Yosh薔 [mailtσ yasuo.yoshil@grLgu.se]Seni wednesday,November 27,2002 600 PM Tσ 爺重回克彦k

(guchD  Gσ 草福]Åi皇1(kusaiuku)

Su闘00=Rσ 2003年度科目担当の件

樋国寛次先生

早速鍵 絡ありがとうございます。

こちらでの研究も皆さんの好意のもとで楽しく遇ごさせていただしヽています。また、最父の葬犠に関しては皆様のご

画E慮に感謝しております。

いくつかご確認したしヽことがありますので宣し銃 願いします。

(1)従来の情報経営学は春学期『経営情報論」と秋学翔『情報バリュール ジニアリングJで理解してしヽますのでこれ

|ま OKです。

(2)情報ネットワーク論l‐4『情報ネットワーク論lJと「情報ネットワーク論2鯵 たと思います6これ|ま、春学期2単

位、秋学期2単位のIまずです。私がこちなこ来るときに秋の教授会襲 れる(1)と (2)につ度 は、念を押して確認し、

当時副学部長の樋国先生も了解されていたはずです。

(3)情報管理論|ま、経営情報学部は不開講としヽうことは、私が教務委員のときから了解事項です。経済学部のほうIま

開講されますから、この件|ま私の教育担当分覇ですから、決して手続きを忘れないようにしてください。多分、経済学

部生に|ま (1)と読み替か れると思しヽ棋すが。
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(4)経営情報システム論4単位鋳裁請明)は私の担当科目で|まありませんが、どなたかと間違つていませんか。

(5)演習 12単位∈煙議明)は了解しました。

(6)亘 部の土曜日の開講の件は了解しました。

しかし、私の件Iまさておき、土曜日の開講の件は私が教務委員をしているときに数年先まで書iltJ当 てをしたので

iまありませんか?

(7)開講希望をご連絡します。

態 度の開講曜目実績を判断いたし表すと、金躍目 1限圏と上攀 限目のセット開講です(春学期のみ)c

●一昨年の講義担当状況

これは、経営情報システム論のことかもしれませんが、私の専F弓領域の1つであ こと|ま間違いがありませんが、

僕の記憶にない情報です。教務委員をしていたとな 担当の先生|ま誰かきづきませんでしたが、私が来る以前か

ら担当されている外部のり臨 動の先生で|まないですか。

〉その他の科園は週1国の開講ですので、従来どおりとなります。ご希望の時間帯をお知らせください。

O一昨年の講義担当状況

本曜園情報経営学(情報管理論)(3時間目と記憶)卒論ゼミ(4時間目と記憶)これ:ま逆かもしれませんが

金曜目情報ネットワーク論(1時間目)情報経営学(情報管理論X2時間目)

聰来年の開講躍目の希望

木曜日 春学期F経営情報論」と秋学期路講最バリューエンジニアリング」(経済学部生に|よ情報管理論と読み替え

にな和まず)

(1時FHD目から舞 間目のいづれかから2つの時間帯を選択して従 つて結構です。例えば、1時間国と3時間目)

演習 12単位(秋学朝)(4時間目か 5時間目がありがたしヽです。なお、コンピュータを利用しますのでよろしく。)

土曜日「情報ネットワーク論lJ「情報ネットワーク論2」 (2時間目)

情報管理論(菫 部 で発 だけ早しヽ時間帯を希望)

以上です。よろしくお願いし核す。

撃信者 F  童福 弓11計

自時 :   2102年11月 20日 1壼54

事 業 :   T音 喜u□ 7:thingrLEJこ ら

G骨|:    士山 争谷皐 :と uchi□ o3■ k日
~u=■ ■油

群亀 :   籠:壼Oo七年度科目担当轟件

吉井先生

しヽつもお世話になつております。

コマ配置の件がありましたので、樋国先生の代わりに草福からご国答させてしヽただ議 す。
〉(3)情報管理論は、経営情報学部は不開経 いうこと[ま、私が教務委員のときから了解事項です。経済学部のほう

は開講されますから、この件は私の教育担当分野ですから、決して手続きを意れないようにしてくださしヽ。多分、

経済学部生には(1)と読み替えされると思は すが。

☆経済学部での開講の件ですが、まだ正式には経済学部から『聞講Jの連絡をい載 いてしヽないのが現状

です。

また、経済学部でも富井先生にお願しヽしたいとなった場合、第1部の科目は原則勧 り科国に移行(1固カリ

学生もセメスター箭引軒クつするため、経営学音『と同一科目名での受講となります。当然、経済学部でも半

期完結2単位科圏です。
〉(4)経営情報システム論學軒頭尾義議蝿)|ま私の担当科目でIまありませんが、どなたかと間違つてしヽませんか。

☆これは確かに誤りで「吉井先生」のご担当で|まありませんで晩 。
〉(6)]部の土曜日の開講の件は了解しました。

しかし、私の件|まさておき、土曜日の開講の件Iま私が教務委員をしているときに数年先まで害り当てをしたので

|まありませんか?
☆この件|ま 2001年 10月 の経営学部教授会で『2002年度から経営学部では土曜日国―テーションの担当者

|ま書1り 当てなしヽ」ことになつております。
〉渉来年の開講曜目の希望
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〉 木曜日 春学期「経営情報論」と秋学期鴫議長バリューエンジニアリング」(経済学部生には情報管理論と読み替

えになるはずXl時間目から5時間国のいづれかから2つの時間帯を選択してくださつて結構です。例えば、1

時間目と3時間目)

〉 演習 12単位(秋学期)(4時間目か5時間目がありがたいです。なお、コンピュータを利用しますので品 しく。)

〉 _t曜日「情報ネットワーク論1」『1寵響社外ワーク論2」 (2時FEl目 )

〉 情報管理論(Ⅱ 部 で発 だけ早しヽ時間帯を希望)

☆次年度から第1部で全学的にセメスター策嚇尋舞予する為、昨年度以上に時間割編成において混舌Lしてい

る状況で、まだ科目の担当者が正式に決定していない学部があります。よつて、コマ配置の確定について

はもう少しお時間をいただきたく思しヽます。

できるだけご希望に添えるよう調整したいと|ま考えております。

私からの回答においてご不明な点|ま樋国先生にお問い合わせ下さしヽ。

以上、よろしくお願しヽいたします。

最後になりましたが、2003年度の時間書1編成担当|ま大山さんと車福が担当しております。

お知らせまで。

大阪経済大学

教務部 草福]鮮まま

言ξ露,F曽詰:尋I:吉 ::日 1910

霧奪   毒輩:`][革善轟EI担当昴件

草福 :ム樹様

丁寧なご回書、轟りがとうございます,コ

よろしくお願いします
=

吉井康雄 ま軍

F「争lF i了ョ
=Ll●

｀
rCtthil[lllコ H:・ :vョ

=日
中 了襲 hiiCIE「 |=lJ■■]

Sent:TI¬ Ll「
=dョ丁,「 11」 、Fem L■ r2■ ,■ 0中17:壼 8 PIJ

T it重□克 TIttuchル

=Jbi■
tti R■ :1中□が手麟妻斗目事旦当「 1牛 量

樋□克よ先生

先 |]と
'教

議彙ほう力嘔連キ書が轟り、丁脅早しました .

僕は樋□先生ほど厳し三ないですよ〔蔓 !〕

僕の信桑出 1つにてらL´[キ |」断

「

].1ろだけ可す=今回●ケーユでは、曇平無誠、111

明正六です .

これは自分 に対する注意なllです .

こんごとll宜
I夕三お脂ユ IヽFま す。

苦丼康雄  拝
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言4‐鍵nil
吉井康雄先生

早速のお手紙轟りがとうございます。
現在 2o日寺30分です。先生のご質問 に正確 に答える人白つ、育ヒカ白句な条 |キ にか (ナております。
誠 に申し訳ございませ んが、明 日畳 に調査いたしましてご返事させてtヽ ただきます。
よろしくお願いいたします .

樋□克次

PS.先生の厳しいご質問 に、思わず先生のお顔を思い出してしまいました。
お帰 りになるのが楽しみやら、恐ろしいやら.

失 tLいたします。

挙 信 者 :  市F日市議 ■uchル

軍時 1    2012年11月 23日 21:04

=舞
:   鴇 sub協 .hii

件 名 =    ありがとうご裁 まヽ _「

吉 井 先 生

あ りが とうござい ます
`

くl~lく詢 島 お ltに気 を つ 1ナて、大 切 な時 間 をお 過 ごしくだ さい 。
また イ可か あ 1■ は い つ でもメール tノてくだ さい .

失 キLします
`

樋 □ 克 次

葦信者 :  古lllキ書華
日時 :   2]]2年 12月 16日 1556

宛舞 :   7.ε
ul∵ちthi口

=riglこ
Ё

詳名 :   2□Ob年度F厳億轟て」き』につらて 1」16

書井 先生

大阪経済大学 教務部の大山です。いつもお世話になつております。お元気でいらっしゃいますか?
さて、標題につして のご依頼です。ご参考として「2002年度 履修のてびき」の原権 添付しヽだしますので、お手数
ですが、2003年 1月 16日 (木球 でにメールにてご提出をお願しひたします。

大山裕美 Oyama H肝 omi

大阪経済大学 教務部

醗l脚 鵠Ⅲ
宰筆:   士ill絲皐           |
■■■ ‐ ■‐101百年度『雇修

“

■■きよ:つも)11211

大山裕美さんへ

了解しました。

吉井康雄
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離〉

大山さんヘ

履修の手馨磨を送付します。

気になるところがあれば、ぃma‖ ください。

わたしのほうで気になることがあるので、その情報を犠 いますかc

(1)セメスター移行に伴しヽ、講義内容をどのように進めるべきかを考演 おくべき時期隧 ているのですが、それに

関する情報として、下記の情報をしヽただけませんか。

(a)前半と後半のセメスターでの講義回数とタイムスケジ‐――ル(年度計画?)
どのようなストーリーの展開で講義すべきかを考えてお総 ためです。

(b)担当科目の講義計画|まいつまでに、どのような書式で提出するのか

以上です。よろし銚 願いします。

吉井康雄

送信者 :  古|||キ言墓
日時 :   2[□ 2年12月 17日 352

案 先 I   Ta」 uこ∵口
=hittEド

LE●
=e

件名 :   Rr 2101年度『履脩0てぴき』t受け取埠ました,

奮井 先生

早速お送り下さいまして、ありがとうござしヽました。

ご担当科目について1点確認させてください。

亜部『情報管理論』(経営学部)は新カリ科目『情報経営論 [』『情報経営論菫』に対応しますので、『情報経営論 Ⅲ』

『:南報経営論Ⅲ』も加筆しておいた方がよろしいでしょうか?なお、1部『情報管理論』罐 営情報学部)は不闘講とな

ります。

先生からご質問のありました来年度の講義回数について蕎麦谷部長に確認しましたところ、『学年暦は難 つてしヽる

が、さらに行事等が入ると予想されるため各学期1錮程度になるだろうJとのことでした。学年暦を添付畦 します。

【講義計画]のスケジュール等につきまして|ま担当の藤原さんからの連絡をお持ち礎 い。

また何かご質問などがございましたら、メールをいただけますでしょうか。

こちらは年末が近づくにつれ、何力V慌しくなつて赫 した。どうかご健康にご留意ください。

2002.12.17

大阪経済大学 教務部

大山 裕美

季1言者|  ■:り .Ⅲ
=hil

日時 1   2112年 12月 17日 2■15

露竜: 抽:蛉墓言奮血新詰畦,。品、
大嵯 んヘ

早速ご回答ありがとうござしヽます。

1つ、確認すべきことがで議 した。それは大山さんの疑間と同じです。
〉なお、1部『情報管理論』(経営情報学部)|ま不聞講となります。

一→了解事項です。経営情報学部|まこの分野の担当学部ですから、求められる視点からの講義が必要と感じて

いたの協 りがたに とです。
〉璽部『情報管理論』(経営学部)は新カリ科目『情報経営論 I』『情報経営論Ⅲよこ対応しますので、『情報経営論
Ⅱ』時鋼縫瞳論璽馬加筆しておいた方がよろしいでしょうか?
―→疑間があり核す。
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その前に、再確認しておくべき事項です。この部分は草福さん、樋回先生に確認しているので、まず問題な

いと思つています。
[部担当科目

(1日名称)情報経営学―→(新名称)「情報経営論J「情報バリューエンジニアリングJ

(1日名称)情報ネットワーク論―→(新名称)「情報ネットワーク論 I」「情報ネットワーク論Ⅲ」

経済学部の情報管理論lま、私が担当するのであれば、(新名称)「情報経営論」「情報バリューエンジエアリン

グ」に準じると思いますが、どなたか男1のかたが講義される場合は、経済学部の趣旨にそうべきでしょう。

確認しておくべき事項Iま、

=部
担当科目

(1目名称)情報管理論一→ ?
私が教務委員を辞するとき、シラバス移行に鵠 科目名称変更酌 しヽてiま、コース担当の幽圏先生(カリキ

ュラム委員)、 二宮前学部長、青水先生にIま書類で手渡した、と記憶していたのですが、随分音のことで記憶

にあり諜せん。
この記憶の延長では、当然、次のようにしておいたはずです。

(1目名称)情報管理論一→(新名称)「情報経営論』『情報バリューエンジエアリング』

この情報管理論に対して、『情報経営論 1』『情報経営論Ⅲ』への変更は私にiま|まじめて聞く科目名称で、『情

報経営論」「情報バリューエンジユアリング」の間違いだと思います。一度、私どもの学部のカリキュラム委員

に確認していただけますか。

なお、私のほうからもカリキュラム委員長の樋園先生に確認しましようか?
宣しくお願いします。

曹井康雄

送信者 :  鴨3..鴇喜hit
自蒔 1   2112年 12月 17日 21急1

零先 1   大||1絆墓
洋名 :   

“

12□□3年度『履修硼てびき』t受け取りました。

大山さんヘ

〉Il部酔1青幸目管理論』〔キ塁営享L部)1ま

〉新カリ科目町青報経営論 I』 町青報経営論Ⅲ』に対応します中で、
卜酔情報経営論 I』 町青報経営諦Ⅱ』も力□筆しておいた方が
レよろしいでしようか ?
―一一〉よく考えると、今更確認して掟 称変更ができるわけではないてしょう。(少
r_iくとも、1□月か11月 の教授会でめ検討事項でしようから〕
僕にとって1ま手F常に寂しいことですが、力]筆しておいてください。

吉井康雄 '

‐7‐



吉井先生

私自身理解不足のため、何とお答えすればよい仰か
わかりません。申し訊島りません。
先ほどのメールは樋□先生に転送させ■しただきました中で、
もしかすると何かご返答があるかもしれませんが、
吉井先生がよろしければ『情報経営論 I』『情報経営諦Ⅲ』を
力日筆させていただきます。
何度もご連絡をありがとうございましたⅢ

大阪経済大学
教務部 大山i誉美

大山搭斐さま

丁露翠しました.

吉井康雄

-8‐



送信者■

日時■

完先 :|

諄名 11

旱ⅢⅢ■11亭 |1申 :||: |    
‐

驚:|:::Ei:基 :畠繕二:む:11豊諄轟もまし継:

大山 1誉美緩

講義計画を作成Lメているのですが、次中件について教ぎ ください。
経営学部では2吉口が存続ち ということは、広報巾資料で承井□LJていたのですが、
2部もセメスターが適用されるのですか ?

僕中言艦 ではされない出では ?という品やふゃな1式況です。
書き出し巾部分のみ影響を受け尋ので、

2部には セメスターが適用される/されない
について連絡ください.

ようしくお願いします.

吉井庫雄

送信者 :

日露,|

宛先 :

件名 :

畜井先生

ゴト1寸寧 ■1■ II uri}

2012年 12月 24日 917

1/」 Elll‐ To■ h‖

幸「告など一モもらlm寸 か?

ごぶさたしています。

去年の今ごろ、学部長選出に附き先生にご支持いただ隷 したので、時折学部の様子を報告しなければならないと

思いながら、今日まで来てしまいました。4月から3ヶ月ですが、それだけ忙しくしてしヽたのだとご勘弁下さい。

今日で、大学会式行事|ま仕事納めですので、先生にメールしようと早朝幽勤しました。

①膠着状態臨 つた2部改革は、4月段階で経営学部教授会の合意組 のの、その後全学合意(教養)に昔労し

ました。幸しヽ、理事長の強い支持をいただき、10月中旬決着しました。「学生も社会人もフリースタイルで賢く学ぶ・イ

ブニングスクールJというキャッチコピーで新生2部のパンフレットもでき、この改革は日経夕刊一面鶴 けつこう大き

な記事になつたりしました。教育の賞の確保、授業管理と言う従来F大学Jに剛揉まなかつた課題を追求しなIサればな

りません。

②夏前に、大阪府職業能力開発課から議がありF中高年求職者の職業誹l練講座Jを企画しました。紆余曲折を経なが

ら、新年 1月から3月 にかIナて「ビジネス開熱 ―ス」と「ビジネ/~K法務コースJをスタートします。ハ国一ワークで大阪

府が募集したところ、開発 10名、法務20名の受講が決まりました。各国―ス160時間ほどのけつこう重い訓練です。

受講者の経歴も『重い」ので、それこそ質が聞われます。しかし、2部改革と同じ理念ですので進に とにしました。な

おこの講座|ま、上記のような社会性と私学としての収益性をともに充たすものとして企画しました。本学の学外者対

象講座力ヽ承とんど持ち出しだ魏 ことからすると、十分すぎる収益性(国の補助金)があり、次年度の繋げ福 りで

す。

③夏前に新任人事枠 4名について審議を開勉 、7月から9月までF財協会計論』『経営組織論』「企業取ヨI法 J「財務

管理論」の4科目に附き公募をしました。合計 100名を越える応募がありました。2年前、朴さんと書垣さんを採用し

たのと同じように、各科目2～3名のプレゼンをお願いし、最後に各審査委員会洲 名に絞り教授会投票にかiする方

式で行しヽました。財務管理論はもともと応募者が少なかつた(10名余)こともあり、審査委員会の最終結論は、該当者

なし、でした。経営組織論[ま、関国民(33歳 `学部東大。長銀を経て現在ワシントン大学大学院)、 企業取引法は藤嶋



氏(27歳。学部口院とも中央大)がともに満票で専任講師としての採用が決まりました。財務会計論は、賛成が 1票の

みその他全て『否」としヽう前代未聞の結論になり採用に至りませんでした(この間の経過|ま副尋国後舗 します)。

④入試につき、経営学部独自入試として、1部ビジネスキャリア入試と2部社会人入試(2月 )を決め、前者|ま 11月 に

終わりました。19名の入学を決めました。2書『社会人入試はこれからです。

⑤理事会から、2003年度から2005年度の中期計画案が継 れ、また連絡協議会も意見集続 すすめ碗 かで、12

月の教授会で経営学部の中期計画の承認を得ました。これまでの、改革方向を維持発展させ、2004年にビジネス法

学科、2005年に経営大学院を開設することを柱としだものです。現学部執行部と新執行部が合同で提案したもので

すが、大きな異論なく承認されました。ビジネス法学科についてIま長年の懸案でしたので、理事長のご支持と共に教

授会承縫 得られたことを喜んでおります。

⑥先に次年度の学部長選挙が制 ました。ご苦労しヽただいき1票差であうた昨年とiま違い、2.3票を除くその多数の

ご支持を得て再選されました。なお、この夏以来、学部長理事制だ導入されています。執そ諾『を入れ替え、l_14圏文明

さんに冨1学部長、朴さんに補佐をお願いし議した。

先日、若手と樋回、二宮氏その他と「打ち上げコンパ』みたしヽなことをしました(樋国、二宮さんとも良好な関係です)。

その際、「短期間にたくさん仕事をされましたねJという着手君の言葉に、ちょつと目頭がな なる思いがしました。1年

前の学部長選挙から「こと」|ま始まりましたが、十分先生と相談の機会を得なしヽまま進めましたの端 点に贅 ご不

満があろうかと思しヽますが、ご寛れ たヽだき次年度以降もご協力下さいますようお願い致します。

ご帰国後、主に大学院構想に附き先生のご意見か ただくつもりでおります。理事長は、北浜の大阪証券取引所新築

ビルに大学院用サテライトキヤンパスを構想されているようです。よろしくお願しヽいたします。

そちらの気候Iまどのようなものか存じませんが、お体大切に、ご帰国をお鶴 いたし讚す。

2002年 12月 24目 北村責

送信者 :

日曜ri

宛先
=

件名 t

Vatl,●
｀

`コ

!hil

2]12年 12月 24日 21週6

JLオ寸事 帆laln‖la)

R車 華陪 など―そち哺 らh静がですか T

北村先生

本当に丁寧なお便りおり‖1と

'ご

ざいます.

こ椰1年、大変なご努力であったと感じました.

私の遇ヨ及:ボ ない構想が進んでいるように感じられます.

私自身は1匹根0ような存在1[なってllます0で、学外 TJ仕 事をとおして大学に貢斎iしたtt考えています.

現在、日本VEl■l会の0● uncibrと (・l)全 日本書ヒ革連盟管轄0コンサルタント分野の委員長t依頼されています.

こlT仕事部私ll今後仰活動l「 lゴt―ユlr~な ると思います。これをとおして産学協同ll轄を広に いきたらヽと考えていま寸.

また、帰国しましたら宜しくご指導ください。

先生1ま Lめご事旗の皆様0ご 灌勝とごち幸 Ffお 祈りしてF_iり ます。
どうぞ良 4ヽお年Frぉ itti{だ さいませ。

吉井康雄 拝

事警: |‐ |IⅢ :+Ⅲ l1lⅢ
=rl古

ⅢI

亀: 1譜婁書11‐鍵象五|[黒轟1判

吉井康雄先生

い鈍 おl_I議になつております。
1月もiまや半月が過ぎてしまいました。簡井先生からメールをいただいているのを確認していたのですが他の事で

バタバタしておりご返事議 すのをすつかり忘れ喘 りました。大変申し訳ありませんでした。
-10-



(1)の件Iま草福の誤りです。申し訳ありません。経営学部第2部新カリの正式科国名Iま『情報経営論 I」「情報経営論
亜Jです。大山さんにも確認してお隷 す。
(2)上記第2部の科目を土曜日でご担当しヽただいてもよろししヽでしようか?そうしていただけると大変動かり議す。現

時点で土曜日のF]・ Ⅲ限」に〔ま新カリ科園力酒置 されていない状況です。よつて、【土曜I限](春・秋)でお願いでき
ますでしょうか?
(3)Ⅲ 部のセメスターについて|ま、適離 れるか否かについて

基本|ま 2003年度経営学部第2書耐こ入学した学生のみがセメスター寺1となります。ただし、経営学部第1部コ第2

部の学生にも1園カリに醜当されてしヽない(対応する科目がない科目)は受講できるように履修規程を変更する予定と

なつております。しかし、あくまで経営学部第2部新入生以外は【通年制】で、半期完結科量を受講しても成績発表は

学年末1回のみとなります。
以上、よろしくお願いいたします。
またイ可か疑問点などがありましたらご連絡下さい。

教務部 草福

季揖煮 F  ■■|:“ :hii‐

日申 =   2]」1年 1月 11日 1,21

事先=   童籠 11轟
件名 :   離1莱年節 コマ配置等につtヽτ[六師経済大章]

草福 ]ム樹様

早速ご連絡島りがとうござLiます .

この数 日、自宅 t~lT業じてしヽたた島、返事がおくれ謝_たことをお詫1メ申 L・上げま
す .

ご回筈ф l・「はすべて了i早しまし,た .(土日雇日昴ことも口“口〕
lG日 までに送イ寸すべき貴半斗1ま 1日フオームで既に作成し r―轟り.現在基たためていた曇
ですが、送イ寸するのを今週土日雇日にさせてくださいませんか

`
こ●2日 、期限の厳しtl作業をしているため、最串冬石宦認曇日寺間がと|■ない出です。
よろしくお願いします。

吉井康雄 芋軍

章信者 :  童福 弓11計
自時 :   21□ 3年1月16日 1巳5日

翼舞 :   鮨釧.∵ .:hittgFiEu==

諄彗    随:来年度rTJコマ配置等につtlτ [主師経済大学]

首井先生
いつ機 世話になつております。
かろいろとご無理をお願しヽして申し訳ありません。土曜日の第2畜陸ご担当しヽただけるとのこと、ありがとうござしヽまし
た。よろしくお願いいたします。
シラバスの提出圏の件につ赫 してま、藤原広太郎さんが担当されておりますので、連絡しておきます。
ご連絡、ありがとうお いました。

大阪経済大学

教務部 草福弘樹

デ言|‐ 事皐鎖 ‐ヽ,.=
事≒■   111u■し,hiⅢ首11品墓
警 無    IF・

「
_資料選付

“

件 |

吉 井 先 生 へ

講 義 計 画 を確 か にお 受 け 取 りしました 。
あ りが とうござ Lヽました 。

藤 原 広 太 郎 11-



盲井先生

しヽかがお過ご夢Q本うか。

もう少しでお会いできるかと思うと、『ゾクッJとします。

こちらは楽しみにしておりますが、先生には帰国が近づき、何かとお忙しく毎日をお送りのことと推察いたします。

ところで、昨年末先生の 2003年度の担当科目を決めさせていただ赫 した。

確籠させてしヽただきますと、

]部縫 営情報論(春学期)、 本曜1・ 4限

情報ネットワーク論 IC萎辞の、土曜2限

情報ネットワーク論ⅡG焙諄明)、 土曜2限

情報バリューロエンジエアリング(秋学期)、 本曜1・ 4限

演習 IO崚諄動、木聯 限

Ⅲ部:情報経麓論 Ⅱ(春学期)、 土顧 限

情報経営論Ⅲ(秋学期)、 土顧 限

でしだ。

改めてメールさせていただきましたのIま、1こま4単位の追加をお願いするためです。と申しましても、ご担当をお願

しヽするコマIま演習です。

2002年度(2回生)の受講生急増への対応で、非常勤の先生方に演習をお願いいたしましたが、突然演習の継続が

困難になつた方が発生いたしました。

お話をお伺いいたし蜜したところ、就職上の問題とのこと、致し方なく承認いたしました。

演習 1を分書Jすることも考えましたが、お話の中で、その方(神戸大学大学院をご出身の申村清れ 、元毎日新聞記

者)の 1年間の演習の内容が、国際経営論鉾 キストを澤l用した輪読が中よらで橘 ことがわかりました。そこで誠に

呻し訳なく存じますが、書井先生以外にご担当しヽただける方|ま居られないと考え、教授会で紹介し、了承を得藤した。

なにとぞご了承をしヽただきますようお願いいたします。ご負担は 2003年度の演習Ⅲと2004年度の卒業研究です。

お帰りとともにすぐに演習 IからⅢまでをご担当いただCどこなります。

2003年度Iま 5コマ、2004年度|ま 6コマになりますが、2004年度に1よ科目のところで調整させてし蟻 たいと考え

ております。

どうかよろしぐ都難 申ヽし上げます。

なお学生に|ま 3月中に説明を行い、4月から先生の演習生として学べるようにしたしヽと考えております。

経営学部 カリキュラム担当 樋国寛次

-12-



言T■ 縮:轟雲自晶:  ‐
彗1 吾ユ::摯1111二讐嶽逸「鳥‐
許彗    腱:2]]3年度講義担当●l■r

樋国克次先生

ひさしボリのご連絡ありがとうござ鰊 す。
「国際経営論のテキストを利用」とか、この件については、経営学ご専F弓の先生が沢山おられるわIサですし、私の当

該科目で|まありません。

教授会で決めたから、といつて、私本人に関係することを欠席裁判のようにお決めに橘 やり方には怒姥 覚えま

す。

まこどこ、この件に関してはご専F弓の経営学、経営管理論などご担当の先生にし′ていくのが適切かと思麟 すので、

お断りし志す。なお、このような決め方iましないでください。

曹井康雄

遷信者 :  Ъ
=リ
ロ鴇.h‖

日時 :   2088年2月24日 2111

寛先 :   J「轟宰 ょitall llF3)

件彗    苦情です

勇ヒ専寸多七ξL

ご無沙汰しています。

今朝、樋園先生から伊mallがま 、ゼミをもてとのことですが、お断りします。彼ら、とい規 教授会で決わたことで

すが、r」D決め方|ま理にかなつているのですか。怒りを覚えます。

私の 2部の講難 も私には相談がなく、今回のような全く当事者として貴任を果たすべき問題に対しても、教授会の

結論だ、どま{可事でしょうか。

冷静な部分でのれ にさせてしヽただきますが、専F電性をもつと大切にすべきではないですか。

経営担当の先生、経営管理論の担当の先生など、経営の分野の先生にご無墜 もヽうべ鋼 のような決め方|よ

まことIこ怒り以外の感情を抑えることはできません。

もう少し、よい判断養 れる組織にしてくださるようきよ嚇 願いします。なお、この件Iま国《辛退させてし晩 だきま

す。

吉井康雄

=1言

者:  鴇su。 ■
=hil

日時 1   1□]1年2月24日 2145

事先 :   締由青llセ |:hル

GG:    ゴLi苛筆 [lamurョ):Lu=LfuLЦ 瞳編 111計 )

件彗    籠1讐J□1年度轟轟担当輌件

樋国克雄 生

私のゼミの進め方を確認してください。私は輪読のスタイルで麟 りません。

小グループにわIナてプロジェクトテーマを設定さ普て運営させてしヽ意す。したがつて、こちらへ来る前の過去 2年間
のゼミの運営iま、

2年前一・3年生 4グループ、4年生4グループ (これを特に後期は、ゼミの時間以外にグJ1/一プごとにフオ国

―してしヽます)

1年前一日4年生4グループ
これをゼミ以外で対 国―する形で運営してしヽますから、作業負荷は時間外で普通のゼミ1画マのZ-3倍の労力が

かかってしヽます。

-13-



ゼミ生に対する期待と目標を設定した私なりのゼミのスタイルが全く壊れることになります。
「専門l■_」「輪読スタイル」これらのことをあわせて再考されることを希望しますcなお、重ねて言しヽますが、この担当
はお断りします。
なお、次の文章Iまどのような意味でしようか。
F科目」と『演習」の区分からして私が経営学部で貢献したしヽと考えてしヽるビジョンとの調整をお願いしたいと思しヽま

す。
〉2003年度|ま 5コマ、2004年度Iま 6コマになりますが、2004年度にIま科目のところで調整させていた機 たいと考
えております。

吉井康雄

吉井発生

突然のメールまことに失ネしいたしました。

演習の追加担当に関する先生のお考えとご意志に贅 、学部長と協議いたしました。その際、Ⅲ部のご担当予定科

目に関しましても、その名称、決め方等につきまして]郷ぜ撫伴姥 いただいて幅 との指摘を得ました。

カリキュラム委員会と教授会に諮る必要がございますが、執行部とし`たし核して|ま 、次のように処理をさせていただ

きたいと考えております。

(1)お願いしてまいりました、追加の演習(演習五Ю お願いを取り下げさせていただきます。

(2)Ⅲ 部の情報経営論 ["互 のご担当につき割ノても、先生のご批判とご意志を尊重させていただき、帰1の担当者ヘ

の差し替え又は不開講とさせていただきます。

研究鮮 しヽ進されておられます先生に失礼の数々、どうかお許し礎 い。

お元気で 帰国されますことを期待しています

樋国克次

筆信者 :  Li●●恥
=hii

園蒔‐1   2□□8年 2月 25日 1騒13

寛無 :   桶日章讐 [uch静

'臀

F‐   lLキず妻性

“

1甲11ヨ }:■
=こ

fμku饉福 弓11榊
件彗    離:20□1年度講義担当硼件

樋固克次先生

早速お返事ありがとうございます。先生のご回答の内容iま理解しました。

演習の追加担当の件はIまずしてひただく趣旨(カリキュラム委員会と教授会にIまかったうえで)、 ありがとうございま

す。

なお、私自身、感惰が半]断より先に優先してい岐すので、失ネLな文意があるかもしれませんが、対象となる本人に事

前の相調 なく、教授会で了承されたから宣しく、としヽつた論調では私驚 くても当該する本人にIま失ネ蚊協 ると思しヽ

ます。目本を離れてしヽますから状況を半』断する情報にも知ナているわけですからなおさらです。

なお、次の文章|ま半1断ミスでIまないですか。

〉(2)亜 部の情報経営話瀬 口Ⅱのご担当につきましても、先生のご壮詳懸とご意志を尊重させてしヽただき、男1の担当者
への差し替え又は不開縫 させていただきます。

これは、行き過ぎた半1断で|まないでしょうか。

私が担当している科目を、先生がコント回―ルされるような趣旨の説明は くないと思しヽます。この説明の判断つ

:ナば、カリキュラム委員会と教授会が担当の先生の意思に関係なく処理をしていく、ということになります。
-14-



「亜部の情報経営論 I口 Π」は、名称変更の件であつて、名は体を現す、ということですから、私には事前確認劉]
しかつたのですが、実務的に困難な時間帯と判断したので了解してしヽます。したがつて、当然、講義する体素1をとつ

ています。これ|ま 当然の義務と貴任でしょう。

次に、

「男惨 担当者への差し替え又は不開講とさせてしヽただきます。」

このような判断は先生の一存、あるしヽIま (私からみた正しく機能している)カリキュラム委員会と教授会の名のもとで

許されるのですか。

先生のご担当科目を無断で先生以外の先生に差し替える、あるいは、不開講にする、といつてしヽるのと全く同じことで

1まなしヽでしょうか。

私のこれらに対する半1断基準は、『公明正大』F公平無私Jです。ただし、主観誓 努力をしてしヽますが、偏つ

ているかもしれません。

無理すべき状況と内容のときは、当然、運命共同体として頑張りますし、頑響めてしヽるつもりです。

なお、3月 31目には帰国しますので、4月に|まいりましたら、意見交換すべきところ、状況未確認の私が反省すべき

ところなどをしましょう。

この 1年は先生方のお忙しい苦労からはなれて研究に没難 せてし燎圭光て しる のですから、感謝の気持ちととも

に帰国後はまた大学および学生諸君へのサービス向上に努めたいと思つて障 す。

なお、総播責任者である北村先生、実務処理の判断をされる草福さ勺日ま前回同様配送しておきます。

吉井康雄 拝

文書:撤鼎聖白‖壺
事≒.:   111,事 Ⅲ

“

1品Ⅲ3}

件名 :   詭:苦情です

JL村先生

この
=―

mailt許て、お願tll l文 章か否浄、ともう一度樋□先生 Tl文 章t読んだ「暉すが、
意思確認
と理解されます。し椰し、文章硼流れ|す 意思確認0レ rtル tこ えていうように思41ます。

とにかく日本に帰ってから白骨lTl早た言rtき 養l・ t早た甘、ことlrします.

吉井康雄

雪口言
:‐

 1]滉葦晶譜1::52

甦:‐ 憾稽編嵌讐龍基た曲己t
曹井康雄先生

メールありがとうお います。ご逼事が遅れましたことどうかお許し鍵 い。

2月 25日付|ナの先生のメールを読ませてしヽただしヽて、メールで〔ま埋められなしヽ盤 感じました。

(1)演習の担当依頼に関しまして|ま、これ志で演習を変わられるの|ま、ご病気やなくなられた場合が多くF困ったと

きIまお互い様」という考えがござは した。安易に先生にお頼みしヽたしましたこと、改めてお詫び申し上憶 す。

もちろん専F弓が異なず乱 たヽ場合は問題外ですが、先生は(私の聞き違しヽでなければ)国際経営コンサルタントであ

るとおつしゃつておられたこともあり、海外研究を通して研究や様々な見間を深められた先生になら、お弓吸いただけ

るものと考えました。
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演習の件に関しましてIま教授会で学情を報告し、先生にご担当をお願いする件に関しまして|ま白紙とさせてし境掟き

ました。どのように措置がで発 か現在未定でございます。

(2)もう一点の件ですが、先生Iま出発点のところで大きな誤解をされておられます。まずF私が担当している科目』

とおつしゃつておられますが、そうした概念iま 亜音3には基本的に|まございません。先生がおっしゃる調 ま]部の話で

ありまして、昨年先生錘 れておられたときに、1部と運動した亘部という概念|ま終わり議した。広く社会人の再

学習を対象として、独自色をベースに存続していくことになつたのです。1奮聞こ専念する方|まそうな
―

いこと

になりました。m書町ま完全に教育薇 ました。

カリキュラム編成と担当者の自由化が進められました。と申しましても、亜部額 担当いただく先生には積極的ば

担当をお願tヽ しヽたしました。亜審職 に消極的で、ご担当の意思をお示しいただかなかった先生や科目の適合がう

まくしヽかない先生臨 かれましてiま 、科国握当が ]諸顧こ限定される通とこなつては す。これ変 と全く異なつて、]

部にはなしヽ科目が多数開設されてしヽます(すべて闘講するこどまできませんが)。 [部の担当者が自動的にI部の

担当者と|まなっていないのです。(2003年度、]部専任のうち6名の方が新菫部を担当されません)

ある専任の方から新亘部での科目名称に関しまして問題提起があり、1カ月にわたり議論をし驚 いりました。名称変

更がおかしいとの指摘でした。その議論の申で繰り返しI ttBの 科目と画部の科圏はその名称が異嫡 ことがありうる

こと、また I部に見られる、科置と担当者との運動性は回書耐こはないことを説明してましヽりました。結果としヽたしまし

てこの新
-7bリ

キュラムは 2003年度不開講となり、1圏科国として1鯉当者が購講することこなりまし九。この「情報経営

論 ]コ 五』に関しましても、同様の議論が当ては耗 ものだと半導断しております。

この時期に至つて担当者を差し替えること|ま大変困難なことです。科冒名称変更のお申し出を今お受けするこきまで

きません。またこの時期にその議論を繰り返すこともできません。申し訳お いませんが先生のご不満を考慮させて

いた機 、2003年度の画部新科目『情報経営論 ]ヨ 亜Jは不開講とさせていただ拠 とヽ考えてります。12日 の教授

会で提案し、r‐解が得られましたら、19国に学生たちに掲示吐 します。

研究生活に没頭されておれられる先生に余分ならむ醜をおかiサしヽたしましたこと、改めまt″てお誇び申し上げます。

元気に帰国されますことをお祈り申し上げます。

経営学部 機国克次

選信者 :  vここJ.恥
=h‖

圏時 :   2001年 1月 7日 21個2

宛先 :   輔口東liセリchi)
G書 :    JL村窯 [‖ amぽa)i Lu■■fuku腫福 弓11計 )

許名 :   昨:Ⅱ 自F情華「経営論仲ご担当に関して

樋 l_3先生へ

私|まこの文章を読んで大変不愉快な思蛯 しています。

経営学部のこれからの方向とその運営に教授銭 とおして参画している¶人として経営学部の今後の題 に大きな

疑間をもちます。

国際経営コンサルタントの件ですが、事実そうです。ЮMOの認定コンサルタント(通産省の支援のもとで、全日本能

率連盟が運営)であり、私は昨籍 からこの分野の委員長を依頼されてしヽます。資格取得の目的|ま、私の後半の人

生を自分の担当分野をとおして社会へ貢献すること。それが結果として大学と学生諸君へのサービス向上につなが

るであろう、という信念です。

また、委員長を依頼されましたが、これは、その役書Jをとおして産業界に貢献で%の であれば昔労鶴 しむべきで

はなしヽ、と理解して弓睦受Iサてしヽます。なお、国際経営コンサルタントだから、としヽう発想のまえに、日灼|ま何か、そ

のために何をサーゼスすべきなのか、を聞うべきではなしヽでしょうか。

この1年で、経営学部は大きく変化したようですね。経営学者量の魅力iま経営難 獄こあるのでしょうか、2書訓こあるので

しょうか、サー鍵 提供輻 先生議 のでしょうか、経営学部のビジル にありのでしょうか、私|ま既に遇去の人

間になく しまつて蝿 ようです。
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>申し訳ございませんが先生のご不満を考慮させていた攀 、2003年度の五部新科目「情報経営論 I颯 璽』は不開

講とさせてひただきたしヽと考えています。12日の難 で提案し、了解が得られましたら、19日に学生起 に掲示い

たします。

このような発想は、私の今までの人生のプ圏セスではでてこない発想です。私のほうからお断りします。

なお、担当科目の画マ数の過不足の責任|ま当然果たす責任があり、最大の努力をします。しかし、この不測の事態に

よるコマ数の不足に対応する手段を考え社 とはSwedenに しヽる私には対応不可能です。

仮に不足が生じる場合、どのように対応するかは学著『の責任者で嫡 ゴヒ村先生をとおして事前にご連絡くださること

を強く希望します。

曹井康雄

撃信者 :  JL村窯 彙lamural

圏時 ,    2108年 3月 18日 1■日]

寛舞 :   、su.、 .hii

得彗    2喜 Fl受業硼件モo他

吉井先生

ごぶ識 しています。その後、連絡せず呻し訳ありません。

樋固先生とのメ・―ルを拝見しておりました。

おつしゃるように、経営学部は大分変化し萩した。年末に申し上げたようないくつか釣改革議論を経て、むしろ本学の

申jか学部になりつつあると『自負』しています。

この間の、私の報告が緩慢議 つたため、先生に十分情報提供できていない部分があつたようです。その他の点は

お帰りの後としますが、2部改革を通す過程で「1書3教籠 専念したい方Iまそれを認め強制しなしヽ」ことが条件となり

ました。2部廃止論の何人かはこれによつて、2部新カリキュラム担当から|まずれられました。確か、5.6入おら,れると

思しヽます。2部教学の理念を「キャリア形成の支援』に移しましたので各教師の学問・講義という性格は大変薄くなり

ました。

この間の議論の結果先生は 2部締 リキ■ラム科目を辞退されたと了知してしヽます。しかしそれでは、就業規則上の

義務履行ができません。そこで、勝手ながら、2部 1圃カリキ_7のム科日の「情報管理論庭 昨年横でのように関講しヽた

だきたく存じます。lロカリ開講がなくなる2.3年のうちに、新カリの科園名、担当問題も解決策を探つて行か品 を得ま
‐ごん。御了解鵡 ひ。

それから、これは霧h式情報です。

本圏法人理事会、評議員会がありました。遠隔地居住者FyD問題が評議員から提起されるとの情報を得てしヽました。

「これで専任教員が務馬 のか」といつた質問だと思は す。最近法人評議員会|ま活発です。学内名簿で公鍵 れて

いるので、しかたありません。経営学部で|ま先生だけです。国答案を用意し
‐
t~臨みましたが、幸い時間切れで今回提

起Iまありませんでした。本学に、居住1也を制限する就業規則なり法人の基準はありませんから形式『違反」で|まありま

せん。教員人件費や教員義務論が今後議論になりうると思つてひます。下手な国答をするより先生のご事購をお聞き

した上のほうがよか費 と思つてしヽます。

諸般のこと、ご帰国後早期に御相鍵 せていただきたく存じます。

よろしくお願いいたしま弓「。

ゴヒ本寸

以上がSwedenで の研究期聞中の執行部宅婢藉8とのや呼とりの経緯
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望
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築
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Ｏ
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＾
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Ｈ
２
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Ｏ
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ｐ
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Ｓ
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Ｃ
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轟
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恨
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Ｏ
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軍
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∞
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Ｃ
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０
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＜
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Ｈ
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Ｃ
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Ｑ
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司
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∩
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Ｃ
Ｎ
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Ｑ
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Ｏ
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Ｑ
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Ｃ
ｐ
鞭
飛
巌
∩
呵

迅
刑
Ｑ
卜
堅
ま
や

「艇
恒
Ｃ
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ポ
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鐸
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よ
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０
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Ｏ
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Ｑ
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０
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縦
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０
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＝
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懸

∞
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＜
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測
円
●
卜
当
軍
）
９
０
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゛
晏
恒
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業
」
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悩
童
卿
当
軍
Ｏ
ｒ
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轟
」
Ｃ
ぐ

邸
轟
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い
製
彎
里
条
順
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つ
い
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ヽ
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ハ
司
呵
゛
単
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郷
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想
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句
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Ｏ
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０
９
朧
卿
や
霊
Ｃ
製
―
ハ
夜
壺
ぐ
堅
懇
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轟
」
Ю
総
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轟
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∩
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（
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爬
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轟
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理

０
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Ｑ
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●
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Ｏ
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壼
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司
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掏
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掏
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Ｎ
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選
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黙
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司
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製
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Ｏ
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Ｄ
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轟
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ｐ
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５
皿
ｐ
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９
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鮮
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ｋ
Ｏ
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邸
轟
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Ｃ
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邸
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障
）
駆
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郷
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日
司
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れ
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螢
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ぐ
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Ｏ
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司
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Ｑ
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０
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Ｏ
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Ｃ
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∞
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∞
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０
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Ｏ
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０
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∞
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Ｑ
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司
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０
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∞
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∞
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Ｏ
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Ｑ
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Ｃ
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Ｃ
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縛
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∞
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Ｈ
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∞
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憔
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Ｏ
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０
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Ｏ
や

、
（‘
鞭
ｏ
費
包
ヾ
む
奨
黙
神
鞭
醜
壼
筵
Ю
‘
）
黙
杓
腱
罫
Ｎ
圏
憑
後
朧
Ｋ
Ｃ
郁

訃
尉
壼
憔
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縛
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鐸
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＃
授
後
ぐ
堅

゛
）
‘
絆
セ
準
Ｋ
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懸
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